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『腹水の新しい治療法』 

 

肝臓川柳 

 

『腹水に 新薬効果 超い～よ』 

（い～よ…り～よ…り～にょ…りにょう…利尿…） 

※新入職員のみなさん、これが後々ジワジワきます(笑）ノノノノノノ 

 

肝硬変の 3大合併症の一つ“腹水”は、患者さんにとっては大変辛いものです。 

  塩分制限、利尿剤、蛋白補給などの治療を行っても減らずに 

  お腹が張ってどうしようもない場合がありますが、 

  最近、全く新しい利尿剤である“トルバプタン（商品名サムスカ）”という薬が 

  肝硬変患者さんに使用可能となりました。 

   

  従来の利尿剤とは全く機序が異なり、 

  尿が最後に再吸収される尿細管末端の集合管に働き、利尿を促します。 

  大きな副作用はなく、ほぼどんな患者さんでも尿が増え、腹水が減ってくれます。 

  当院でもこれまで約３０例の難治性腹水患者に使用し、 

  全例、体重・腹水は著明に減少し、明らかな副作用はみられませんでした。 

  長期効果はまだ分かりませんが、初期の効果は必ずあるようで、 

  腹水の患者さんには大きな福音だと思います。 

 

 

 

肝硬変の合併症の一つである腹水は患者さんにとっても大変つらいものです 

最近全く新しい利尿剤が肝硬変患者さんに使用可能となりました 

長期効果はまだわかりませんが、大きな副作用もなく初期の効果はあるようで 

腹水の患者さんには大きな福音です 

(文：福井県肝疾患診療連携拠点病院運営委員会  野ツ俣 和夫) 


